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親⽔性および疎⽔性部位を有する両親媒性分⼦が構成するミセル型カプセルの内包前後の構造の直

接評価は分⼦スケールでホスト・ゲストケミストリーの本質を解明する上で重要であり，本研究室で

は⾛査型トンネル顕微鏡による測定を試みているが，⾦基板上への直接的な吸着はミセル型カプセル

の表⾯チャージの都合上難しいため，その構造の直接観察には⾄っていない。 

そこで本研究提案では，⾦基板上に 2-ピリジンチオール系の⾃⼰組織化単分⼦膜を形成し，芳⾹族

チオールを⽤いた SAMs の液中における吸着構造，およびその SAMs 上に静電的に吸着した⾦属錯体

を内包したミセル型カプセルの吸着について，液中 AFM（FM-AFM および 3D-AFM）による調査をお

こなった。その結果， 

① SAMs の吸着構造と⽔和層形成の相違 

② SAMs 上へのミセル型カプセルの吸着とその構造の変化 

の可視化に成功した。①については，本研究室で得られている STM 像と極めて類似する⾼解像 AFM

像が得られた。2 次元像での SAMs 構造の分⼦レベル情報に加え，ＸＺ断⾯（3 次元）AFM 像を解

析することにより，芳⾹族とチオール部位の識別（親⽔性部位と疎⽔性部位のナノレベル識別）が⽰さ

れた。②については，⾦属錯体を内包したミセル型カプセルの吸着形態に加え，電解質溶液中における

時間経過を追跡することでミセル型カプセル内からゲストがリリースされて構造が変化したと考えら

れる像が得られた。 

このように，SAMs 構造の分⼦レベルの吸着構造の理解とミセル型カプセルの吸着状態に関するダイ

ナミクスの⼀部が明らかとなった。 
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